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ま え が き

タイ因のかんがい排水事業の概要については先に報告したので1',本報では Bangkok平原2)

の水の存在形態と水利用方式の特徴との関係を叶1心にかんがい排水の情況を紹介し,若干の考

察を加えることにする｡

かんがい排水による農業開発を行なおうとする場合,自然の条件を最大限に有効利用できる

ような方式を採用するべきであり,その方式を探るために多 くの努力をかたむけな くてはなら

ない.一般に発展途上国のかんがい排水技術は一見遅れているようにみえるけれども,詳細に

検討してみると,その国の経済力,技術水準に応 じた長い経験からつ くりだしたその国その地

方の自然的条件に適合 していて安定 した技術である場合が多いのに驚 く｡したがって,われわ

れがかんがい排水について論じるとき,その国あるいはその地方の自然的条件を十分調査認識

してかからなければならないということである｡さらに新しいかんがい排水計画をたてる場合

には理想的な開発計画というべきマスター ･プランをいちおうたてて,その国の現在あるいは

近い将来の経済水準,技術水準に適合させうる面あるいは部分から着手し,最終的には理想案

に到達するよう事業を推進するのが良策ではなかろうかと考えられる｡以上のような趣旨にお

いて Bangkok平原の自然環境,かんがい排水開発方式について考えてみたい｡

と南半部 (Ayutthaya以南)では主として 地形勾配から水のあり方が大いに異なり, それと

ともに水利用の方式が異なっている｡北半部地域では自然取入れ型,両半部地域では比較的小

1)富士岡義一 ｢タイ国のかんがい排水事業と今後の課題｣『東南アジア研究』第4巷第2号(京都 :東南ア
ジア研究センター,1966),pp.313-326.
2)Bangkok平原とはここでは中央平原のうち NakhonSawan以南,タイ湾に至るまでの ChaoPh-
raya河直接流域を指すものとする｡Maeklong,Prachin河流域を含まない｡ R.L Pendletonに
よるタイの地域分類 IA(BangkokPlain)よりもやや狭い地域である｡
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面精の単位に区切って水をコントロ-ルする型 (輪申方式,しかも排水に頂点がおかれる排水

哩)ということができる｡ 以下にかんがい事業あるいはかんがい方式の二,三を例示 して,こ

れを地形,水のあり方との関連からしらべてみようc

I Bangkok平原の自然環境概観

1. 地 勢 ･地 形

Bangkok平原は ChaoPhraya,Maeklong,Prachinの 3河川による複合沖 硫地であり,そ

の主要部分の地勢はまった く低平である｡南北方向の地形勾配をみると表 1のとおりである｡

Ayutthaya 付近から上流では縦断勾配はほ

ぼ 1/7,000であるが,下流 Bangkok付近に至

ると1/25.000程度となり, 感潮する河川や水

路の水師勾配は数万分の 1となる場合もある非

常な緩勾配である｡

次に横断方向 (東西方向)の地形断面をみる

と,一般に自然河川の流路は比較的高位部にあ

り,河川の後背低地を経て,河川と河川の申 問

邦の広大な平地につながるという断面をもって

いる｡平均勾配は約 1/5,000-1/6,000である｡

表 1 Bangkok平原の地形勾配

漕 智 恵 嘉 *毎 地形勾配

云示 読 ~~~~~~~~~~~~三2迄m l 1.8m 1/25,000
Ayutthaya lOO 3.9 1/10,000
Chainat 180 10.0

Nakh.nSawan ;240 ;23.1

■

1/7,000

平均
1/10,000

*タイ湾の平均潮位を標高ゼロとする｡

出所 :RID,TheGreaterChaoPhraya
Pyoject(Bangkok:RID,1957),
pp.3-4･

Bangkok平原の周縁部は帯状の山麓地帯で某月の露頭,石灰岩の残丘地形がみられる｡

2. 自然河川 ･人二､Ⅰ二水路

自然の河川と人TJ.の水路網 (主要な人工水路は自然河川の流路を改修して利用している場合

が多い)が縦横にからみ合い,この地域の river-channelシステムは非常に複雑である.北部

両地に源を発する西から Ping,Wang,Yom,Nanの4河川は NakhonSawanの上流付近で

1本に合流して ChaoPhraya河となり,Bangkok平原を南流して タイ湾に流入するOしか

し,高水時期には河川の縦断勾配が経であるために全流量を本流だけでは流下 しきれず,多 く

の分流を派出している｡ これらの河川は右岸側に西から Suphan と Noi河, 左岸側 に Lop-

buri河,BanKao,BanKum 水路である｡また Khorat高原酉縁地域を集水域とするPasak

河が Ayutthaya付近で ChaoPhraya河に合流している｡以上のうち,Suphan河を除 く他

のすべての分流派川 は Ayutthaya付近で ChaoPhraya河に再び合流し,この地域は一大低

湿地となっている｡これらの河川,水路網を図 1に,主要河川の特徴を表 2に整理して示す ｡3)

3)Bangkok平原の水系については,RID,TheGreaterChaoPhrayaProject(Bangkok:RID,
1957),pp.3-4に くわ しい｡
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図1 Bangkok平 原 の 水 系,用水 路 網 の 概 要
原図 :RID(Operation&MaintenanceDiy.)
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分 流 河 川 名

右 岸

Suphan

Noi

Klong Kradhum -
prOng

左岸

Lopburi

(BangPudsa)

BanKao,BanKum
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表 2 分 流 派 川 の 特 徴

河 川 の 特 徴

NakhonSawanの下流 80km で,ChaoPhraya河の水位が渇水面上 3.5

m以上にな一lてはじめて分流する｡南流して タイ湾に流入する｡ Suphan

RiverTractの幹線水路として利用されている｡

NakhonSawancjjT流 90kmで,ChaoPhraya河の水位が渇水面上 2.5

m 以上になってはじめて分流する｡Noif～iverTractの幹線水路｡

ChaoPhrayaと Noi河を連絡する深い水路で NoiTract-の_主要な導

水路｡

右岸側の分流河川水位は ChaoPhraya河水位よりも0.5-1.2m 高い｡

Lopburiへと東流する毎分は約200年前に掘削された運河｡

今もなお河川の高水時には多崖の水を Lopburi河-供給している｡

MaharajCO南側で分流し,BangPudsa水路への導水路となっているO

Ayutthaya以南の下流域の水路網は主として 19世紀後半に始まった農地闘発に伴って 掘削

されてきたものであって, Suphan(NakhonChaisi),ChaoPhraya,Prachin河はこれ らo)

水路網で縦横に通路 され,そのシステムは複雑である, (図 1には1964年現在の水路網を示 し

たO)水路勾配が非常にゆるやかであるこれ らの水路に数 多くo_)間門 (regulator)を設けて 用

排水兼用水路として利用す る一方,これ らは重要な交通路でもある｡ また乾季作のためのかん

がい用水源¢刃汗水池 としての機能をも持 っている｡

ところで1957年に Chainat地点に ChaoPhraya/本流をせ きとめる 頭千仁仁が完成し,Great-

erChaoPhraya 計両をいちお う達成 し, とくに1964年に至って Ping河に Bhumipholダ

ム (貯水量122億m3)が完工 して以来,河川禍,水路網の流嵐特性に大 きな変化が生 じてきた.

河川 (水路)網は図 1に掲げたとおりであるし,Chainat地点における本川流量は流量がコン

トロール されなかったときには雨 季に 5,000-7,000m3/sec,乾季に 20m3/sec前後であったC/)

が現在ではそれぞれ 2,300-3,500m3/sec,40-80m3/sec とある程度調整されるようになって

きた｡ また現在建設準備申で1972隼を完工 予定隼としている Nan河の Phasom ダムが完成

すると Bhumipholダムとあわせて Chainat以北の ChaoPhraya河流域面積の33%をコン ト

u Bangkok平原のかんがい排水開発 4)

タイの平野部では古 くか ら河川o)自然氾濫にゆだねる稲作がデルタレ)上流域 (Upperdelta

4)木i'.JIの記述に友杉孝氏の次の論文からしばしば引用させていただいた.友杉孝 ｢ChaoPhrayaデルタ
のかんがい排水開発の歴史的発展過程｣『東南アジア研究』 第3巷第4号 (京都 :東南アジア研究セン

ター,1966),pp･147-156･
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と呼ばれている)を中心に広 く営まれ,何世紀間も変わらぬ栽培技術体系をもって,イ創 ,なが

らもいちおう安定 した姿を保ってきた019世紀後半,欧州列強に対 して鎖国を解き開港 したタ

イ国は,近隣の欧州各国の植民地-の米の供給国としてのぞむことになり,外部から強いられ

る形で米の増産を必要とするに至った｡ここに19世紀後半から20世紀の始めにかけて空前の開

墾時代が出現した｡農業技術の成熟 していないタイ国は増産を反収増加ではなく耕地の拡大に

よって達成しようとしたわけであった｡開墾はとくに Bangkok平原の下流域の低湿地帯に伸

び,そこでは水路を縦横に掘削して用水路とするとともに排水の便をも兼ね,水路を掘削した

土でもって輪中堤を築き,水のコントロールをはかるという開発方式がとられた｡この時代に

開発された代表的な地域に Rangsit,WestBankTractの一部,Suphan河下流部 (Nakhon

Chaisi)の Damnern Saduak地区などがある｡

一方,Bangkok平原北半部地域では前述の横断方向の地形断面に応 じた雨季湛水深の深浅,

年々の洪水量の変動による湛水深の深浅,雨季の始期ならびに終期のずれによる湛水期間の長

短によって稲作は安定を欠いていた｡これに対処するために,河川沿いあるいは平原周辺部の

高標高で湛水深の浅 く,湛水期間の短い地域には shortliferice(120日),河川と河川との問

あるいは後背低地のような低標高の地域には longliferice(180日)または flOatingrice,中

間の地域には medium liferice(150日)を栽培するのが一般的な稲作の ノヾターンであった｡

しかしとくに shortlifericeの栽培されていた地域では湛水期間の年変動が著しく, これが

ために年々の米生産高の変動は大きいものであった｡ ChaoPhraya計画の実施される以前の

稲作の不安定であったことは表 3からも明らかである｡

表 3の統計をとった期間 (1937-1941)はそれでも気象条件がいちおう正常な年であったの

表 3 タ イ の 稲 作 の 被 害 状 況 (1)

Totalarea

Totalcultivated

Damageinbeginning
ofseason

Damageinmidst
ofseason

Totalareadamaged

Areadamagedin%
ofcultivatedarea

Areaharvestedin%
oftotalarea

Areaharvestedin%
ofcultivatedarea

576

1937 1938 1939 1940 1941 Average

(4.05) (4 .15) (4.31) (4.40) (4.50) (4.28mill.ha)
100% 100% 100% 100% 100% 100%

82.4 84.4 80.4 86.4 88.1 84.5

17.6 15.2 19.6 13.6 11.9 15.5

7

3

7

2

0

2

1

3

1

9

1⊥

9

0

6

0

1

2

1

4

0

4

1

1

1

1

3

1

1

8

1

5

8

5

1

2

1

7

6

7

8

0

8

2

69.7 73.9 69.0 71.3 79.4

7

2

7

1

7

1

1

2

1

72.8

87.3 89.1 88.6 84.9 91.3 88.3

出所 :RID,TheGreaterChaoPhrayaProject(Bangkok:RID,1957),p･9.
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だが.気象ならびに洪水の特に異常な牢oj被告

)伏況は表 4のとおりとなる｡

耕地が拡人されるにつれて農業用水の利用が

次第にむずか しくなり,また侮岸に近い地域で

は塩±害という新 しい問題 も/i:_じてきたo そこで

政府は農業生産を安定 させ るために新 しくかん

が い 計画をたてることにし,1902年オランダ人

技師 vanderHeideを招晒 して彼を 初代長官

とす る水路局 (DepartmentofCanals)を新設

表 4 タイの稲作の被害状況 (2)

Percentageofareadamaged
toareacu一tivated

1917 high flood

1919 extremedrought

1929 modera tedrought

1939* severedrought

1942 highest Rood

0

4

5

7

3

1

3

9

1

4

2

4

1

3

3

辛1939年の統計値は表3と一致しない｡原質
料の不備であろう｡

出所 :RID,TheGreaterChaoPhrayaProject
(Bangkok:RID,1957).

のかんがい計画は,(1)既存の運河 (水路の総称

とす る)を修復 し,水門を設けるなどの改良を行なうこと,(2)Bangkok平原の頂点にあたる

と,に要約 される｡すなわち彼の計画は戦後に実施された GreaterChaoPhraya計画C/)基本

構想をすでに1902年の時点で捉示 していたわけである｡ この計画 に対 していろいろの角度か ら

検討が加えられたが,結局は実現 されなかったo これが実I']''kにうつされなかったことは当時U)

タイ経済の発展段階か ら見て も,タイをめ ぐる国際環境か ら見てもそれは当然のようであ る ｡

しか し,1911-13年に早魅による被告がつづき政府 もこれを故ETL';-_してお くことはできなかっ

たので,再び外国人技師を招いて新 しいかんが い 計画をたてることになった.｡この任にあたっ

たのがイギ リス人 SirThomasWardである｡彼は Bangkok 平原全域を カバーする 計両ち

考慮 しなが らも,そのような大計L帖 まタイの国力に合わないとして,い く←-)かcJj比較的小規模

な計画を政府に提案 した｡この提案にもとづいて1916年か ら South PasakProjectが実施さ

れ,さらに20年代に SuphanProject,Chiengrak-KlongDarnProject,PhasiCharoen-

Damnern Saduak Projectが実施にうつされた｡ 7_lか し,これ らのT事の進行は資金二世｢勘二

より遅 々たるものであり,事業の急速な進展は第二次世界大戦後に待たなければな らなかった｡

1949年までに完成 されたプロジェクトのうち Bangkok平rfJ]: (CentralPlainsection) に関

係するものを表 5に挙げた｡

第二次世界大戦が終わ ってタイをめ ぐる国際環境は一変 したC戦後cJ)食緑木足にみまわれ.た

各国がタイ米の輸入に頼ろうとしたためにタイ米の需要増はいちじる しい もの で あ った｡

Bangkok平原の米生産の 増大の可能性を 国際的機閲で 検討す ることにし,例えば 1948年 に

FAO 使節団がタイを訪れ,現地調喬にもとづいて農業/生産拡人のjJ一策について 勧告を行ft,:〕

ている｡ この勧告において農 業生産の基盤である土地基盤の整備 (かんがい排水)に闇 して IJ

多くのす ぐれた 見解が述べ られてい るO これ らはその､【'7時までのタイ国のかんがい排水U)技両
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あるいは事業の種 々の欠点をあきらかに し,それ らの改善策 の検討を してお り,また これ らの

勧告内容 にしたが ってタイ政府 は農業生産拡大 のための施策をつぎつぎに実行中であることか

らみて も FAOの勧告は貴重な ものであ った｡5)

この勧告の車で強調 された ChaoPhraya計画 に対 して1950年に世界銀行が 1,800万 ドルの

借款を与え,工事は1952年か ら実施 され1957年 にいちお うの完成をみた｡幹線 ･支線用水路の

建設 につづいて各圃場区画 に導水す る小水路の工事 (DitchesandDikesProject)に着手 し,

つづいて YanheeProjectが実施 にうつされた｡ 以下 の章で これ らの 諸事業について デルタ

の水のあ り方 と開発方式を対比 させつつ,技術的な面 を検討 してみ ることにす る｡

5) FAO/UN,ReportoftheFADMissionforSiam (Washington,1948),pp.49-64.勧告の対象
は農業全般にわたっているのであるが,ここにはそのうちかんがい排水に関連する主なものだけを抜き

だしてみる｡

勧告20:水関係法律 (waterlaw)の確立をはかること｡この種の立法によって水利権に対する認識
を深め,国家的な見地から水の有効利用を調整する必要のあること｡

勧告21:かんがい排水事業に対する受益農民の経費負担義務の原則｡

勧告22:新しくつ くられるかんがい排水事業では個々の圃場単位またはある大きさの圃場集団単位に

直接配水できるように計画すること｡さらに,既に完成した事業についてもこの見地からの再検討が必

要であること｡

勧告23:RIDの SurveyDivisionに HydrologySectionを設けて流量,降雨量資料を充実させ,

また地下水調査を推進させること｡

勧告24:SurveyDivisionに土壌専門家および農業経済学専門家を配して新事業の計画の初期段階

に参画させること｡土壌図を作成し,土地利用計画をたてること｡土地利用計画にはフィジカルな面の

みならず社会,経済的な考慮を加えること｡

勧告25:RIDのスタッフに土質力学関係の技術者または地質学者を加えること｡

勧告26:細部計画の段階では土地所有図の作成が必要であること｡

勧告27:頭首工その他の構造物,施設の工事について,工事着手前に必要な工事設計を完了しておく

こと｡

勧告28:航空写真地図作成の必要性｡

勧告29:かんがい事業の受益範囲ならびに水路断面などの設計は(a)取水可能量 (地去水,貯留水,

地下水,降雨を含む)(b)期別必要水量の二つに基づいて決定すること｡

勧告30:水稲および主要畑作物の用水量決定の重要性｡種々のかんがい方法どとのかんがい効率を決

定すること｡

勧告31:下流域 (海岸地帯)での揚水かんがいの必要性｡同時に土壌塩類除去に対する洗浄と排水の
効果の試験の必要なこと｡

勧告32:ChaoPhraya計画の詳細な調査を完了させること｡中央平原のかんがい の ため の Chao

Phraya河のもっとも有効な利用は,ChaoPhrayaProjectの実施にまつところが大きい｡

勧告33:かんがい方法,技術修得のための農民教育の必要性｡

勧告34:束北部地方に多 くの小規模な貯水池 (tank)を築造することが必要であること｡

勧告35:低地における deep-waterrice(floatingrice)の栽培はひきつづき行なわれるべきこと｡

水の効果的なコントロールによって増収の可能性がある｡

勧告36:用水の水路損失に関する研究の必要であること｡

勧告37:コンクリー トに対するもっと厳重な管理の必要であること｡

勧告38:資金規模を大きくし,またもっと集中的に投資を行なうことにより,かんがい排水事業の工

事をできるだけ早急に完成させること｡
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表 5 1949年までに完成 したかんがい排水事業

Typesofwater
controlsystem

Areainhectares

CentralPlainsection

(ChaoPhrayaRiverI)asin)

1.SuphanProject

a.MakamdhaoRegulator

b.SamchookRegulator

c.PhophrayaRegulator
Sub-total

2.SouthPasakProject

Ⅰ+D

I+D

12,000

46,000

Ⅰ+D+F 49,900

107,000

Ⅰ+D

3.PhasュCharoen-

DamnernSaduakProject C

(DamnernSaduakDivision)

4.Chiengrak-KlongDarnProject I+D+C 216,500

Total

I:Irrigation
D:Drainage
F:Floodcontrol
C:Conservation

455,020

出所 :RID,TheGreaterChaoPhrayaProject
(Bangkok:RID,1957).

Ⅲ GreaterChaoPhrayaProject6)

この事業は Chainatに頭首工をもうけ,両岸から取水 して下流域 994,400haにかんがいし,

また主な河川問の低地の排水をもはかるためのものである｡その受益地域はほとんど水巨｣とし

て開かれている自作農地帯であるが,近年国民の消費バク-ンの変化が農民層に及んできて現

金収入の必要が高まってきたこと,輸出農産物としてとうもろこしなどの畑作物の需要が大き

くなってきたことから,乾季にほとんど利用されていなかった平原を水稲二期作あるいは乾季

畑作地岸にしようという計画が進められており,したがってこのプロジェクトには雨季および

乾季の双方のかんがい計画が含まれている｡

まず,かんがい条件の不安定なことに起因する過去の農作物被害を検討し,いかなるかんが

い方式がこの地域に適するかを計画にあたって考慮しなければならTi:い｡この地域は前述のよ

うに,

(1) 平原上流部地域河川沿いC/)やや高標高の地域

(2) 平原上流部地域の河川と河川との間の低湿地域

(3) Aylltthaya以南または海岸から 60km 以内の広大なまったく低平な地域

6) RIDが GreaterChao PhrayaProjectの概要およびChainat頭首工の工事譜ともいうべき次の

文献を出版している｡RID,TheGreaterChaoPhrayaProject(Bangkok:RID,1957).
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に分けられる.(1)の地域では雨季後半の増水期以外はほとんど天水に頼るほかはないO(2)の地

域では4月後半～ 5月には降雨を頼りに耕起と播種を終えなければならない｡なぜならば6月

に入 って湛水深が深 くなる時期には水稲の草丈がある程度以上になっていなければならないか

らである｡ 7月以降は自然の氾濫 ･湛水によって稲の生長がつづく｡(3)の地域では8月ごろま

では降雨に,以降は自然の湛水にまつ耕作が行なわれる｡したがって,不安定な水の条件によ

る生育被害を要約すると,

(i) 4,5月に降雨が少ない年には耕起,播種期の用水を欠く｡

(ii) 6月の台風に伴う降雨による河川水位上昇-氾濫は幼作物に浸水被害を与える｡

(iii) 7月下旬～ 8月上旬の無降雨時期の用水不足｡

(iv) 8月以降,氾濫湛水深の適当な年には順調な生育が保証されるが,湛水深が探すざる

か湛水期間が長すぎるか,またはその逆の年には収量に重大な影響が及ぶ｡ 実際,過去117年

のうち,氾濫一湛水の順調な年は64年にすぎなかった｡

また乾季には下流部地域の低平地の一部を除き農業用水の利用はまったく困難であった｡

以上のこと_を念頭に頭首工取水方式にするかどうか,地域の traCt分割をいかにするかなど

が地形的 ･工法的に検討された｡その結果,Chainatに頭首工7)を建設し,Bangkok平原全域

のかんがい用水をすべてこの地点で取水して用水路網で導水する基本方針がうちだされた｡そ

して,地形,水系の差異からこの地域を Ayutthaya以北と以南の2地域に大きく分け,北半

部地域については頭首工一幹線水路一支線水路一団場と水路方式による自然勾配を利用したか

んがい排水方式をとり,南半部地域については土地を比較的小さな単位に分割する輪中,用排

水兼用の運河,クリーク網によるかんがい排水方式をとるように計画された｡これらは過去の

長い間の経験から生まれたかんがい排水の方式と基本的には一致しており,この事業は近代的

な土木技術を駆使して古い施設などを改善し,変更し,規模を拡大して目的を急速に達成しよ

うとするものだと言える｡頭首工取水方式をとることに決定した理由として次のことが挙げら

れる｡すなわち,もし頭首工取水によらない場合,取水時期を早めるためには各分流水路を深

くしゅんせつする必要がある上,受益範囲,受益期間も制限されてくること,分流水路をしゅ

んせつすると水路勾配がますます緩となり siltupの弊害が大きくなることである｡結局,坐

計画地域を図 1に示したような水路網でかんがいすることに決定し,表6の tractsに分割 し

て工事を進めることになった｡図 1からわかるように,幹線水路として前述の自然の分流河川

をできるだけ利用しており8),また新設水路が自然河川,既設の人工水路を横断しなくてすむ

7)Chainat頭首工については上掲文献にくわしい｡頭首工の諸元については富士岡義一 (1966)に記し
た｡

8) 幹線用水路は西から,Makamdhao-U･Tongcanal(西側の高位部を走る人工水路),SupllanRiver
(自然河川を改修),NoiRiver(同前),Chainat-Ayutthayacanal(ChaoPhraya本川のコント
ロールは困難であるので本川の左岸側に沿って人工水路をつくった),Chainat-Pasakcanal(東側
の高位部を走る人工水路),Raphipatana-canal(Pasak河から取水)の6本であるO
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ような tract分割を考慮 しているctractの境界は多 くの場合低地帯 (depression)である｡

将来排水計画が進展して くると境界部分が排水路となり全部の tractsが有機的な つながりを

持 ってくるであろう｡

Ayutthaya以南の低平地では既存の運河を修復すること, 多くの間門 (regulator)を設け

て水路水位を調節すること,運河の分布密度を大きくすること, ChaoPhraya河以東の海岸

線の堤防を強固にして塩害を防止することに重点が置かれた｡ (図 1)

表 6 ChaoPhraya計画における tracts

UpperareaoftheBangkokPlain

RightbankonSu♪hanRiver
l Makamdhao

2 BanTheBole

3 Samchook

4 Samchook(extended)

5 Phophraya

onNotRiver

6 Boromdhat

7 Chanasutr

8 YangManee
9 BhakHa主

L,eftbankonChainat-Pasakcanal
10 Manorom

ll Chongkae

12 CokeKatbiem

13 RoengRang

onMaharajcanal

14 MaharaJ

15 NakhonLuang

LowerareaoftheBangkokPlain

l ThaLuang

2 NorthRangsit

3 SouthRangsit

4 KlongDarn

5 PraOngChaiya

Rightbank
6 WestBank

7 BangYang

Irrigableareainba

14,775ha

21,763

46,880

19,637

49,920

58,394

73,302

33,651

29,628

30,724

36,195

32,875

24,132

67,139

34,290

36,128

72,672

90,560

84,000

81,600

129,920

92,872

Total 1,161,100

出所 :RID,DitchesandDikesProjectadditionalinformationtobe
includedintheRevisedProjectReportsubmittedonAug.
7,79の (Bangkok:RID,1961).
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1. 上流部地域 (Bangkok平原北半部) のかんがい 排水-DitchesandDikesProjectに

ついて-

Bangkok平原上流部地域のかんがい方式は ChaoPhraya計画の完成当時でも, Chainat

頭首工から取水 した用水を幹線水路 ･支線水路を通 じてそのまま圃場-氾濫 ･湛水 させるとい

うものであった｡支線水路といってもその間隔は 2-5km もあり, このようなかんがい 方式

で用水を完全にコン トロールできるはずはなく,莫大な費用を投 じた主幹かんがい施設はその

機能を十分に発揮することができなかった｡この事態に対する反省から,1948年当時 FAO使

節団の勧告事項の一つ "新 しくつくられるかんがい排水事業では個々の圃場単位またはある大

きさの圃場集団単位に直接配水できるよう計画されなければならない｡さらに,完成している

事業についても この観点からの再検討が必要である｡" が検討され, 1962年に Ditchesand

DikesActB.E.2505を制定 して,DitchesandDikesProjectの実施にとりかかった｡9)

DitchesandDikesシステムの概要は以下のようである｡ditch(小用水路)は図 2にその例

を示 したように,間隔 400m,長さ 1,000-4,000m であり,turnoutgateを通して 支線水

路から取水 し,だいたい最大傾斜方向に伸び(図 3), 最低位部で排水路に連なる｡ditchの断

面は支配面積と長さに応 じて図4のように各種の大きさをもっている｡ dikeは畦畔に相当す

るものであって,湛水深を 30cm 程度以下に保つことのできる適当な高さと間隔をもってい

ればよいわけである｡なお,計画では 間断かんがいを 考えており,例えば 単位用水量 7mm/

dayとして6日間断で一度に 42mm の用水を供給するがごときである｡ このため図5に示す

ように turnoutgate,parsha11月.ume (_造水装置),divisionbox(簡単な分水装置), small

farm ditch(farmer'sditch と呼ばれている),dike(畦畔)を設置して完全な圃場整備を行

なうよう計画 している｡

この事業の進捗状況をみると表 7の左欄のとおりで,現在大部分の工事を完了し,1968年末

9) DitchesandDikesAct,B.E.2505(1962)の主な内容のうち農民への規制に関する部分は以下のと
おりである｡

(1) 湛水深を 20-30cm に保つことができるように適当な間隔にdike(畦畔,アゼに相当)をつく
らなければならない｡この dikeは mainditch,lateralditchが RIDの直轄工事で完成した後2
年以内につくられなければならず,もしこの義務を怠る場合にはその工事を RIDが代行し,その経費
を徴収する｡
(2) 同じく2年以内に smallfarm ditchをつくらなければならない｡この義務を怠る場合にはそ
の工事を RIDが代行し,その経費を徴収する｡
(3) regulatorその他の watercontrollingdevicesについてはRIDがその建設の任を負い,そ
の費用を土地所有者に斌す｡

(4) 維持管理は土地所有者,耕作者 (実際に水を利用する者)の責任で行ない, もしその任を怠る
場合には RIDが代行し,その経費を徴収する｡
(5) 罰則など｡
しかし実際には,これらの規則はずっとゆるやかとなっており,ほとんどの工事は RIDの直轄となっ
ている｡実際,2年間で農民が dikeおよび smallfarm ditchをつくるのは無理というもので,Act
B.E.2505に規制するとおりに工事が進捗したのほどく一部の例外的地域のみであろう｡
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図2 DitchesandDikesシ ス テ ム の レ イ ア ウ ト
原図 :RID (Operation& MaintenanceDiv･)
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I Irrigation Canal

D DrainageCanal

壬

図3 Ditch路 線 縦 断 図

までに全計画地域をカバーできることになっている｡ただし, これは RID直轄工事で行なう

mainditchと lateralditchについて のみで ある｡smallfarm ditch(farmer'sditch)建

設の進行が遅れている現在では,かんがい水を main,lateralditchから直接に圃場へ氾濫さ

せる以外になく,プロジェクト施工前の支線水路間隔 2-5m が ditchの間隔400m に変化し

ただけだとも言えるが,雨季の水稲作に対しては十分の効果をもつものと考えられ,稲作安定

化に貢献するところが大きい｡

ところで1964年 Bhumipholダムが完成したことにより乾季の流量をある程度確保できるよ

うになり,水稲二期作,乾季畑作の可能性が強くなってきた｡ditchについては当然 この事態

を予測して設計,施工されてきたはずであるが,乾季作のための大規模なかんがい組織に対す

る経験がないためかどうか,ditchはどうみても雨季にしか機能できないようにできている｡

すなわち,幹 ･支線水路,mainditchの流量 ･水位が雨季と乾季で大きく異なることを考慮

しておらず,現在の自然流下方式の水路では ditch に水が乗らないような位置に tllrnOut

gateが設けられている場合が多く見受けられる｡現在のかんがい組織を 利用して乾季のかん

がいの用に供するためには数多 くの checkweir(セキ)をもうけて水位調節をし, あるいは

末端段階でポンプ利用による揚水かんがいを行ない, あるいは ditchの路線を変更するなど

多 くの改良策をこうじなければならない｡畑地のかんがいには水田かんがいのような氾濫かん

がいを適用することは無論できず,また水量にそれだけの余裕はない｡したがって水路方式に
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表 7 DitchesandDikesシステムの進展状況と乾季かんがい面積の計画

DitchesandDikessystem Secondcropsirrigation

area/year accumulated
ha ha

1961-63 105,600 105,600

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

Total

96,000 201,600

160,000 361,600

160,000 521,600

160,000 681,600

118,400 800,000

area/year accumulated
ha ha

40,000

16,000 56,000

16,000 72,000

16,000 88,000

16,000 104,000

16,000 120,000

28,000 148,000

24,000 172,000

24,000 196,000

24,000 220,000

800,000ha

出所 :JohnBoonlu,Chief,DitchesandDikesProject,RID と

PeterRung,FÅotechnicalexpertとに聞いた数字にもとづく

220,000ha

よる厳密な水管理が必要であるとともに圃場のウネたて整地などの整備が必要である｡

また ditchesanddikesシステムの大きな欠陥の一つは農道計画が欠けていることである｡

乾季作に道路は不可欠であり,今後 feederroad計画とは別途に農道 (とくに耕作道)の整

備が進められなければならないであろう｡

水田 かんがい, 畑地 かんがいの双方にとって 人工的に水利用を コントロール するために

DitchesandDikesシステムはその前提条件となるものであってタイのかんがい史上画期的な

重要なものであるが,今後改良,合理化の余地が大いにあると思われる｡

2. 下流部地域のかんがい排水一輪中 とクリークによるかんがい排水方式について-

Bangkok平原下流域の農業景観は一口に言って低い輪中堤によって囲まれた農地と クリー

クによるかんがい排水である｡このような低平地では輪中方式によって比較的小規模な単位で

個々に雨季の水をコントロ-ルするのがす ぐれたゆき方であろう｡乾季にはクリークに貯留さ

れている水 (水はほとんど停滞しておりクリークは一種の貯水池と考えることができる)を利

用することは簡単であるし,運河,クリークは重要な交通路でもある｡運河を掘削した土は不

完全ながらも輪中堤となり,堤上は人々の住居地として供される｡輪 中とクリークによる水利

用方式は自然環境にうまく適合した方式であると同時に,この地域の開発経緯からみてこの方

法以外にやり方はなかったのではない かと考えられる｡

次にこの地域のかんがい排水方法の例を挙げてみよう｡
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1) WestBankTract の輪中

Bangkokの北西に拡がる約 13万haの低平地でいずれも100年近い歴史をもつ運河,クリ-

クと輪中堤によって区画された水田地帯である｡10'-つの輪 中 の面積規模は数 ha～数十 haと

さまざまであり,大きい団地になると輪l]1という実感はない｡

水稲作のパターンをみると表 8のとおりで,上流域のそれとは異なっていることがわかる｡

これは水のコントロールの比較的容易な乾季水稲作が広 く行なわれているためで,乾季作は二

期作というよりは一期作の性格をもつものと考えてよかろう.乾季のかんがいは多くの場合ク

リークからポンプ揚水 (竜骨車ポンプがほとんどである)して行なっている｡今後効率の高い

ポンプが普及するにつれて乾季水稲作はますます伸びてゆくであろう0

2) Rangsit地区の輸申

Rangsit地区のうち,交通の至便なところでは輪中方式によるかんがい排水を基礎に通年果

樹作が行なわれている｡かんがい方法は図6に示 したとおりであるOクリークから揚水 し,捕

排兼用の小水路に通水 してかんがいする｡ウネ幅は5m程度もあり,重粘土壌であるため透水

性が低いので,小水路にエンジン,ポンプっきのボー トを通してホース散水かんがいをするの

が一般であるoll)ここでは雨季には竜骨車ポンプを逆回転させて排水を行なうというがこれは

不完全なものであろう｡

表 8 WestBankTractにおける土地利用

Dryseason
Shortlife rice* earlyseasonrice 48,000ha

Fieldcrop s
Orchard

3,680

banana,orange,etc. 9,120

Wetseason

Wetseasonrice

UpperreglOn transplanted

broadcasting

LowerreglOn transplanted

broadcasting

Orchard

60,080

1,890

28,670

74,040

9,120

60,800ha

173,800ha

*輪番かんがいを実施している｡
出所 :ききとり調査による｡
注 :ここでいうWestBankTractとはGreaterChaoPhrayaProjectの工事区であるWest
BankTractより若干広い地域であり,下流部の BangYang地域の一部を含む｡

10)主な運河は NakhonChaisiとChaoPhraya河を結ぶ北から, BangYeehon,phrayaBanlue,
phraPhimol,BanYai,MahaSaward,PhasiCharernの諸 canal,南北に北からYan Pooれ
Nua,Sarn,PhraUdorn,ThaweeWatanaである｡
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(1)r<angsiT HOUS

D什ch､ a

CheckWei｢

5m∂pa什

Fu｢｢ow (｣eng十h400-500m) トら ∪ド

■■

≡ヨEEコ≡≡コ≡≡巴≡≡≡巴巴

Highway 1.2-

｢ 5rn 干 1.5当

(2)Damnem Saduak

A-A'section

0.4m
0.4∩

PolderDike

図6 輪中-クリ-クによるかんがい排水方式 (輪中内部の見取図)

ll) 小用排水兼用水路の上幅 1･2-1･5m,深さ 0.7-0.8m,水裸 o.4-0.5m の台形断面で長さは 500-
600mo適当な間隔に簡単な木製のセキをもうけて水深を保ち,この水路にボニトにつんだ灯油エンジン

つき可搬式ポンプを移動させつつ両側のウネ (幅 5-6m)にホースかんがいする｡このポンプは薬剤,
肥料散布のためにも兼用することができる｡'この地区の果樹園芸農家はたいていこのようなかんがい施

設,設備を持っていると聞いた｡ボー ト式かん水装置のコス トは54,000円ぐらい,かんがい排水に要す
る年間の経費は 1,800円/ha程度であるという (きせ とり調査による).
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3) DamnernSaduak運河沿いの輪 中

Maeklong と NakhonChaisi河を結ぶ Damnern Saduak運河沿いの低地にも輪中とクリ

ークによる水利用形態がみられる｡この運河綱の建設は約70年前,中国人の賃金労働者をつかっ

て行なわれた｡運河は樹杖状に発達し,main,submain,lateral,smallcanalの 3-4段階に

わかれている｡これらは乾季畑作の用水源であるとともに,当然交通の要路でもある｡人家は運

河に沿って堤上に列状集落を形づくっており,人家の裏はす ぐに畑あるいは水田である｡main,

submaincanalに沿 って マ-ケットが発達し,フローティング ･マ-ケットもにぎわっている｡

この地域約 6,400haは華僑による乾季の集約的な疏菜栽培の中心地になっているO作目は疏

莱,豆類, トウガラシ,タマネギ,サ トイモやバナナなどの果実類が主なものである｡農民の

うち90%近 くは小作人ということであるが,彼らの中には農夫をやとって農事に従事させてい

るものもある (農夫の賃金は 1日15-18バ-ツ)｡輪中規模とかんがい排水の方法は一般に図 6

にみられるとおりであり,Rangsit地区におけるものよりも規模が小さくほとんど 10ha以内

で,堤防は高 くてしっかりしており2m以上のところが多い｡ しかし雨季の湛水深の深いこの

地域では雨季には輪中方式をもってしても畑作は不可能 となる｡

n/'二期作水稲と畑作の進展について

1. Bangkok平原の二期作水稲と畑作の現況

前章で触れたように乾季のかんがいのための基礎条件が整えられつつあり,水利条件のよい

地域ではここ数年来二期作水稲および一般の畑作物栽培が急速に伸びてきた｡これに関する最

近の統計をあげると表 9のとおりである｡また乾季作振興10カ年計画における1965年以後の計

画作付面積は前掲表 7の右欄に示 したとおりである｡

以上の統計からすれば12',1965,1966年度の目標達成率は全体としてそれぞれ 81.5,86.1%

1964

Drycropof
therice

Secondrice

Vegetables

Sugarcane
Fruits

Total

表 9 最 近 の 乾 季 作 而 精

1965

ha ha ha
3,670 11,900 7,680

4,330 8,000 3,560

3,310 8,930 4,210

3,590 5,120 4,470

12,020 5,950 12,700

26,910 39,900 32,610

1966

警 サiob. targ｡t aCtu｡1 警ー空target レu⊥bーレ 叫)…ー̀
% ha lla
64.5 14,900 10,480

44.5 16,000 6,120

47.1 11,060 6,030

87.3 6,540 4,820

43.3 7,500 20,750

81.5 56,000 48,190

target

1967

target
% ha
70.3 17,880

38.2 24,000

54.5 13,280

73.7 7,840

276.7 9,000

86.1 72,000

出所 :PeterKung,ProspectonpromotingsecondcropintheGreaterChaoPhraya
Projectarea(Bangkok:RID1966),mimeograph.

12)栽培実施面積の統計は厳密ではないと思われる｡
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に達 し,とくに果樹栽培は目標の2-3倍に伸びてきていることがわかる｡半面,二期作水稲

は政府が奨励策をとっているにもかかわらず目標の 44.5,38.2%にとどまっている｡

次に各地区別の進展状況をみると表10のとおりである｡13)

Bangkok平原の畑作地帯は全体として下流域のとくに BangYang,WestBank地区に偏

在 していることがわかる｡この2地区で二期作水稲14',疏菜,果実については Bangkok平原

全生産量の大半を生産 している｡この理由として,主要な市場 Bangkok-の交通(輸送)の至

便なことがあげられるが,一つには輪中-クリーク-揚水かんがいという方式が乾季の水利用

としてもっとも容易でかつ合理的であることがあげられるであろう｡ 一方, 一般畑作物 (dry

crops)やサ トウキビの主産地は上流域にある｡これらの作物は果樹,疏菜ほどには輸送が困難

でなく,上流域の土壌がやや砂質で下流域の重粘土壌よりも畑作に適 しているからである｡こ

こに 注意すべきは, 上流域でも例えば Samchook,Chongkae,Rok Kathiem,Chanasutr,

Maharaj地区にかなりの面積の畑作団地の存在がうかがわれるのであるが,これらの地域には

かなり以前から peopleirrigation単位のかんがい 組織があったとか,Samchook地区のよう

に戦前にいちはや くかんがい排水施設の整備が進められていたところがあったことである｡こ

のようなことからも1965年現在では DitchesandDikesProjectの効果は未だ畑作に対 しては

発揮されていないと言えるであろう｡

2. 乾季の利用可能水量と畑地かんがい進展の問題点について

乾季作振興10カ年計画に伴って乾季のかんがい面積が次第に増加して くると,かんがい方式,

方法に関する技術的な解決が必要になって くるとともに,新たに乾季作のための水源開発をは

からねばならないという問題が生 じてくる｡そこで Bhumipholダム貯留水を含めた現況乾季

利用可能水量と乾季全必要水量の waterbalanceについて簡単に検討 してみたい｡

いま Chainat地点における水収支を考えると次式が成りたつ｡

Cl-(Y1-Ll)-CwyN

Rt-(CwyN+Cs)-Y2-L2

ここに,

Cl :Chainat地点における未調整流量

CWyⅣ:Chainat地点における Wang,Yon,Nan河,および Ping河下流域からの流入量

Cs:Pasak河からの流入量

y l :Bhumipholダムの放流量

y 2 :Chainat頭首工における必要水量をまかなうのに必要な Bhumipholダムの放流量

13)表9と表10の統計値に若干のくいちがいが見られるが,この程度の誤差はやむを得ないであろう
14)WestBankTractの二期作水稲の一期作的性格をもっていることはすでに述べた｡
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RE:Chainat頭首工における全必要水量(舟航と除塩のための放流量 150m3/sec-400M.C.M.

/monthを含む)

Ll,L2:Yl,Y2に伴う導水中の損失量

なお月単位の水収支を考えることとし,流量単位は M.C.Mノmonth(millioncubicmeters/

month)とする｡

(1),(2)式から y2を求めると,

Y2-RE-(Cl+Cs-Yl)+(I,21Ll)

L21L,1≒0とみなせるから,

Y2-Rt-(Cl+Cs-Y')

(3)

(4)

となる｡

また,Bhumipholダムの放流操作を中心に,Rtに対する過不足量を求めるには次式(5)を

適用することができる｡

(Cl+Cs)+(Y2-Yl)-Rt-ExcessorDejcit (5)

この式を適用して 1964-74年にわたる10年間の水収支を 計算したのが 表13である (RID の

HydrologySection による試算).計算の順序としては まず(4)式によって Y2を計算し,そ

の Y2を (5)式に代入して ExcessorDejicitを求めたものである.

表 11 1965-1974年 の 作 付 計 画 (目標)

(Singlecropping)

Transplantedrice

Broadcastingrice
Sub-total

(Perrenialcrop)

Sugarcane

Fruit

Sub-total

(Doublecropping)
Rice-Rice

DrycropA-Rice

DrycropA-DrycropB

Vegetable
Sub-total

Grandtotal

592

SouthernRegion NorthernRegion Total

~ha. --~ ha-■ t ~tha､~~

187,700 320,600 508,300

320,000 176,000 496,000

507,000 496,600 1,004,300

22,900

19,700 6,600

19,700 29,500

32,000

80,000

38,700

13,500

6,7()0

32,000 138,900

22,900

26,300

49,200

80,000

38,700

13,500

38,700

170,900

559,400 665,000 1,224,400

出所 :RID,SupplementaryreportNanRiverfeasibilityreport(Bangkok:RID,1965).
Fruit:coconut,Mango,Banana,etc.
DrycropA :Maize,Groundnut,Soybean,Mung-bean,Sesame,Sorghum.
DrycropB:Maize,Sesame,Groundnut,Jute･
Vegetable:Onion,Chilli,Chinesecabbage,etc･
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蓑 12 ChaoPhraya計 画 に お け る 用 水 量

Wetseasonpadd y

Growin g period 180days

Waterrequirem e nts 1,828mm (10.2mm/day)

Effectiverainfall 1,050

Conveyanceloss 800

Grosswaterrequirements 1,578mm/180days

Drycrops

Farm delivery Effective Farm Canal Grossirrigation
Month withoutrain rainfall e托ciency e用.ciency requirements

(Df) (Re) (Ef) (Ec) (Ig)

January 80mm 4.0mm 80% 75% 100mm

February 80 16.1 80 75 80

March lOO 20.2 80 75 100

April lOO 61.0 80 75 40

Rtは雨季水稲作に対する必要供給水量 (必要水量から有効雨量を差し引いたもの)および乾

季の二期作水稲と畑作物-の必要供給水量,それに丹航,除塩を目的とするChainat頭首工か

らの 150m3/sec(-400M.C.M./month)の相である｡ 乾季かんがい必要水量算出の基礎として

1964-74年の二期作水稲および畑作物栽培面積を表11のように,各作物の用水量を表12のよう

に計画 しているのであるが,これらに対するかんがい必要水量の算出過程は膨大な計算となる

のでここでは省略する｡

発電計画については Bhumipholダムに8基据えられる予定の発電機が1972年からフル運転

を始めることにし,それまでは現在 2基のところを毎年 1基ずつ増設 してゆく計画をたててい

るQYlはこの発電計画によって大きく規制さjtるo雨季C/)洪水調節のために 雨季の始まる出

前4- 6月にダム貯留水をある程度放流しておく必要があるが,この水量もこの水収支計算に

は考慮 してある｡

なお,わが国ではある流域の水収支計算には適当な確率水文年をとって 1年間収支で完結さ

せることもできるが,ChaoPhraya水系のように長大で流域面積が大きくしかも122億m3と

いう容量をもつ Bhumipholダムがあるときに 1年間だけの収支は無意味で,少なくとも10年

間を通 じた収支計算が必要である｡この計算においても10年をとっている｡ただし,それぞれ

の計算年次に対応させる水文年として1952-64年 (1957,58年を除 く)を順にとっているにす

ぎない｡これは確率計算をすることができる年数の水文資料が整っていない からでやむを得ぬ

ものと思われる｡ 1952-64年の Bhumipholダム地点-の年間流入量は表13の とおりであっ

て,1957,58年は異常な早魅年であったことがわかる｡

さて,水収支計算結果から,Bangkok平原の乾季のかんがい用水に不足をきたすようにな

るのは1970年以降であることが分かる｡ すなわちこの年以後はかんがい計画,発電計画が予定
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どおりに進展すると現在の河川流量と

Bhumipholダムの操作だけに よって

は必要水量をまかないきれないという

事態が生 じる｡たとえば1971年 1月か

ら7月までの各月の不足水量はそれぞ

れ 48M.C.M.(-18m3/sec),217(81),

142(59),556(208),623(240),315

(118),212(82)である｡そこで,この

不足水量を 現在建設準備中の Nan河

のPhasom ダム貯留水によってカバー

しようという計画が進められている｡

Phasom ダムを 軸とする Nan River

Projectは NakhonSawan以北の Nan

表 13 Bhumipholダム地点における年間流入量

climaticyears Puotri……P謁adrisng Annualinnow(M.C.M.)

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1965 6.562

1966 8.767

1967 4.787

1968 5.478

1969 7.246

t
70

71

72

73

74

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

3.807

3.186

6.730

5.508

5.582

6.119

7.298

出所 :RID,SupplementaryreportNanRiver
feasibilityrel)ort(Bangkok:RID,1965)･

河流域の広大な水田地帯のかんがい (受益面積 368,000ba)を主 目的とするが,洪水調節とと

もに乾季の河川流量を調節できることにより Bangkok平原も大きい利益を受けるものと期待

されている｡15) しかし,問題はいくら建設を急いでも Phasom ダムの完工は 1973年 以後にな

るということであって,その場合 1970,71,72年の乾季の水量不足にどう対処するかである｡

RID の HydrologySectionの試算によると以上のような結論に至るのであるが,水収支計

算を行なう上での問題点を筆者 らの気づいた範囲内で指摘すると,

(1) Rt算定に関する要素の一つであるかんがい効率,すなわち水路損失, 分水誤差,管理

用水, 圃場内でのかんがい 効率などを 含む純用水量と粒用水量との差等に 関する総合的な試

験 ･研究がなく,いくらの水量でどれだけの面積にかんがいできるのか,その関係のつかみか

たが大ざっばである｡ どこか地形 ･土壌 ･かんがい方法別にモデル試験地区をつ くって現状の

水利用の効率を知るための試験を行ない,効率の高 い かんがい方式,方法を開発するべきでは

なかろうか｡水の有効利用をはかることにより乾季の水源水量不足は大幅に緩和されるであろ

う｡

(2) 今進められている Bangkok平原の排水10年計画と関連 して用水の反覆利用の実態を研

究すべきである｡デルタ低平地では反覆利用の機会は非常に多いのではない かと思われる｡こ

れに関しては HydrologySectionで主な河川と幹線用水路の水位, 流量の日データを集めて

いるので,反覆利用率の概定は可能であろう｡

15)NanRiverProjectについては次の二つの文献があるo RID,SuPl)lementaryreportNanRiver
feasibilitγreport(Bangkok:RID,1965)および PeterRung,AgricultureintheNanRiver
Projectarea(ortheUpperDeltaarea)(Bangkok:RID,1967),mimeograph･
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表 14 Chainat地 点 に お け る 水 収 支 計 算 表
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表14(つづき)
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蓑14(つづ き)
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表14(つづき)
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ilj所:R‥D,SupplementaryreportNanR iver feasl'bilityreport(Bangkok:R ID,1965)･
(3) 下流域の輪中-クリ-ク地域ではクリークが用排水兼用水路であると同時に貯水池とし

ての機能をも兼ねそなえていることは前に述べたOこの河道貯留特性を解析することは重要な

課題である｡またこの地域の水の動態は単純な水収支計算などでは解析されるはずはなく,緩

流速水路網の広域水収支を計算するには緩流速水路の水理特性に関する研究結果をおりこむこ

とが必要である｡

以上指摘したことはタイの関係者にとってほ無論,われわれ日本の研究者,技術者にとって

も大きな研究課題であろう｡

む す ぴ

Bangkok平原の農業は大きく変貌 しつつある｡ その速さは 驚 くばかりである｡ たとえば

GreaterChaoPhraya計画のしめくくりとしてのDitchesandDikesProjectが完成に近づい

ていること,その恩恵を受けて雨季水稲作が安定してきつつあるばかりでなく二期作水稲,その

他の畑作物のかんがい 栽培がいま拡がろうとしていること,乾季作のための耕転に トラクター

が使用されていること了F流域ではポンプ利用による乾季の揚水かんがいが普及してきたこと,

ごく小面積ではあるが稲作に施肥が行なわれ始めたこと,薬剤による病虫害防除を行なってい

る農民のいることなどがあげられてよかろう｡さらに,GreaterChaoPhraya計画につづいて

Bangkok平原全域の排水10年計画に着手し.排水路禍を建設するための基礎調査が始められ16),

16)Bangkok平原全域にわたって月ごとの地下水位を約880点で観測し,地下水等水位線図を作った｡地
下水の流向などについてもかなり明らかになってきた｡これに関する調査はRIDのTechnicalDivi-
sionで受けもっている｡
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Projectにより将来 ChaoPhraya 河の洪水調節と乾季流量の調節がよりいっそう確実に行な

われるようになるであろう｡現在,タイとくに Bangkok平原の農業の非 命期にあるといって

も過言ではあるまい｡

無論いくらも問題はある｡雨季はおろか乾季においてすら総 じて水利用は≠粗放クである｡と

いうのは農民の出易から言えば水が必要であるから水を引いてきてかんがいするというのでは

なく,水があるからその水を利用して乾季作を営むということである｡支線水路に十分の水が

ありながらも水路沿いのわずかな 細長い 地域にしかかんがい農業が 行なわれないことが これ

を立証 しているであろう｡ 政府が乾季のかんがい 農業を進展させようとするならば, 現在の

DitchesandDikesシステムの平面幾何模様を拡げてゆくほかに,必要な水量を必要な時に必

要な場所に供給するための諸方策をもっと改良 してゆかなければならない｡このためには前述

のかんがい効率,すなわち水路損失,分水誤差,管理用水,囲 場内でのかんがい効率を合む総

合的な試験 ･研究を拡げ深めることが その基礎となる｡ 試験 ･研究とともに demonstration

farm,extensionfarm です ぐれたかんがい農業を展示することもかんがい 農業普及a)ためoj

近道の-一つである｡農民が自身でかんがい排水を基礎とするより集約的な農業経営の必要に迫

られたとき,それを行なうための技術を未知のものではないと感じることがもっとも重要なこ

とと思われるからである｡
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